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D-43 頭上方向からのカメラ画像を用いた付属品抽出
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1 はじめに

現在，撮影した画像を使用した様々な人物識別の研究が
ある．人物識別の研究は一般的に正面からの顔画像を使用
したものが多い．しかし，一般的な人物識別では複数台の
カメラや人物の正面の顔画像が必要といったデメリットが
挙げられる．

我々は同じ人物識別でも，頭上からの画像を使っての人
物識別に注目する [1]．この方法であれば一般的な人物識
別のデメリットは解消される．しかし，情報量が少なく人
物識別が難しいという問題がある．そこで，できるだけ多
くの特徴を抽出する必要がある．

人物識別の精度を上げるために，山口ら [2]はコンテキ
スト情報として衣服特徴を使用した．コンテキスト情報の
追加は人物識別の精度向上に繋がる．

本研究では，先ほどの頭上画像の研究 [1]の一環として
付属品の抽出を行う手法を提案する．コンテキスト情報と
して付属品を利用すれば，頭上からの人物識別の精度が向
上すると考えられる．メリットは，人物が身に着けている
付属品は日々変化しづらいという点である．

2 提案手法

まず，最初にドアの高さ程の位置から頭上画像を撮影す
る．その画像から色情報やエッジ検出などを使用して付属
品の抽出を行う．付属品の例としては，ショルダーバッグ，
手提げバッグなどを想定している．

付属品の抽出を行う方法として，（1）付属品の検出に左
右対称性の利用，（2）Hough変換による肩紐の検出，（3）
人物と付属品の輪郭による判別，の 3つの手法を提案する．

2.1 人物の左右対称性

この手法は，人物の肩など付属品がありそうな場所に注
目する．人物を頭上から撮影した画像では，付属品がない
場合は，左右対称になることが予想される．人物の中心を
基準として，ある画素と対になっている側に色情報の違い
がないかを比較する．左右対称でない画素が見つかれば付
属品がある可能性が高いはずである．

2.2 Hough変換による肩紐特徴検出

この手法では，肩紐の掛け方に注目する．バッグのタイ
プや掛け方の癖により，肩紐のラインは異なる．それを利
用し，人の肩の部分に絞って Hough変換による直線検出
を行う．

2.3 人物の輪郭をベースとしたバッグの幅検出

手提げバッグの場合はバッグの部分が人の輪郭からはみ
出る．これを利用して，バッグがどれくらいはみ出ている
のかを求める．手順としては，背景と人の部分（付属品含
む）をある閾値を基準に 2値化を行い， 右肩と左肩の長
さ（幅）を求めて比較する．図 1はその例である．バッグ
がある側とバッグが無い側では，およそ 1.5：1となった．
このように右肩と左肩の長さに差があれば付属品があると
いえる．

図 1: バッグの比
3 実験と考察
頭上からの画像の付属品の抽出が正しく行われているか

を実験した．実験画像の撮影は手動で行った．画像は４人
から複数枚撮影したものを使用した．
左右対称性を利用した手法については，理想的な画像で

あれば概ね正しく検出された．しかし，カメラが斜めになっ
ていたり，人が斜めに立っている場合には，関係ない部分
まで検出され，精度が低下する傾向がみられた．例えば，
斜めに撮影した場合では，画像に写る右肩と左肩の長さが
変わってしまうことがある．左右対称性がくずれてしまっ
たために，検出に失敗したと考えられる．このように撮影
条件などに精度が左右される場合についての対処法を考え
る必要がある．
肩紐検出の手法については，条件や閾値により結果が異

なった．バッグの種類やその持ち主の掛け方によって肩紐
のラインは異なるが，どの種類の肩紐もHough変換の閾値
次第ではラインを検出できた．しかし，衣服によっては関
係ない部分まで検出される傾向がみられた．閾値だけでは
なく，検出を行う領域の取り方も重要になると考えられる．
輪郭を利用した手法については，2値化の結果に大きく

依存した．2値化に成功し，人物と付属品の輪郭が抽出で
きた場合，バッグの比を求めることができた．しかし，人
物の衣服と背景色が近い場合，2値化に失敗し，検出に失敗
した．この場合，人物の頭部と付属品の輪郭しか取れない．
そのため，2値化に失敗した場合の対処法が必要である．
どの手法も条件や閾値により精度が異なる．よって状況

や目的に応じて手法を使い分けるのが得策である．輪郭を
使った手法は他の手法に比べてバッグの種類も区別しやす
いのでさらに精度を高めていきたい．

4 おわりに
本研究では頭上からの人物識別のための付属品抽出方法

を提案し，評価実験を行った．今回は触れていないが，人
物の中心を求めるトリミングの精度向上，提案手法の精度
向上を目標とする．
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